


















































































































































図 1:カノニカルRUNで得ら 図 2:マルチカノニカルRUN
れた､RG-DME空間における で得られた､RG-DME空間に
確率密度分布関数｡横軸 :RGおける確率密度分布関数｡横 図 3:慣性半径の分布関数の温度変
0 -20【Åト 縦軸 :DME O ～ 軸:RG0-20刷 ､縦軸:DME化｡横軸 :RG0-20[Åト 縦軸 :堤
20[Å】 0-･20lA] 度 200-600lRl
このようにMMDでRewcighting法を使って各温度における慣性半径の確率密度分布を調べた
結果､疎水相互作用のポテンシャル関数のタイプにより転移の仕方が大幅に変化することが見出
され､転移の傾向は溶媒の種類(E三,EILb)並びに関数の形にも強く影響されることがわかった｡
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